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○帰島 5周年新年会
2010 年 2 月 6 日 ( 土 )18 時～
ビストロおきみくらにて、
会費 5,000 円。( 品川区南
品川 3‐5‐3青横ビル 3階・
京浜急行青物横丁駅近く
℡ :03‐5715‐3688）
○第 17 回世話人会
12 月 14 日 ( 月 )18:30 ～
詳細は追って連絡します。
〇ご寄付のお願い
郵便振替口座

口座番号：00120- ３-545036

口座名称：三宅島ふるさと

 　　　　再生ネットワーク

事務局：あすなろ保育園内

郵便番号：173-0005

住所：板橋区仲宿 25-6

電話・ＦＡＸ　03(3963)5697

担当　横山

事務局便り
　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
商
店
街
は
多
く
の
人
が

訪
れ
た
。
商
品
の
販
売
や
説

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
が
、
神

楽
坂
商
店
街
が
主
催
す
る

「
青
空
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加

す
る
の
は
、
昨
年
の
10
月
、

今
年
の
５
月
に
続
い
て
３
回

目
と
な
る
。

　

今
回
は
、
明
日
葉
や
く
さ

や
、
里
芋
な
ど
の
販
売
、
写

真
の
展
示
や
三
宅
島
新
報
の

配
布
な
ど
に
加
え
て
、
路
上

に
用
意
さ
れ
た
テ
ン
ト
で
、

明
日
葉
の
天
ぷ
ら
と
サ
ー

タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
の
実
演
販

売
も
行
っ
た
。

明
を
し
た
の
は
、
酒
井
一
豊

副
会
長
や
在
島
者
の
ネ
ッ
ト

の
メ
ン
バ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
声
を
嗄
ら
し
て
売
り
込

み
を
し
た
。

　

用
意
し
た
の
は
明
日
葉

を
17
・
５
㎏
、
里
芋
を
約
44

㎏
、
く
さ
や
類
を
１
２
４
点

な
ど
。
午
前
中
は
売
れ
行
き

が
今
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
午

後
に
は
盛
り
返
し
て
、
終
了

時
間
の
18
時
前
に
無
事
完
売

し
た
。

　

３
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
「
こ
の
前
も
こ
こ
で
明

日
葉
を
買
わ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
」
な
ど
と
話
す
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
く
い
た
ほ
か
、
写

真
を
見
て
島
の
様
子
を
聞
い

て
く
る
人
が
い
て
、
訪
れ
た

人
に
島
の
状
況
を
伝
え
る
機

会
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

第
３
回
村
議
会
は
、
９
月

25
日
に
行
わ
れ
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
坪
田
高

濃
度
地
区
問
題
で
浅
沼
昶
氏

が
「
早
期
に
沖
ヶ
平
対
策
を
」

と
発
言
。
寺
澤
晴
男
氏
が
「
昨

年
９
、
10
月
に
実
施
し
た
一

時
帰
宅
が
、
今
年
は
10
月
が

な
ぜ
駄
目
か
、
延
長
を
」
と
、

ま
た
、
モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
タ

の
公
道
レ
ー
ス
見
直
し
等
に

つ
い
て
、
浅
沼
徳
広
氏
と
佐

久
間
達
巳
議
長
が
、
副
議
長

と
交
代
し
異
例
の
発
言
。
ま

た
佐
久
間
氏
は
、
観
光
協
会

へ
の
補
助
金
交
付
と
村
の
責

任
を
厳
し
く
追
及
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
平
川
大
作
氏
は
村

の
未
収
金
、
平
野
辰
昇
氏
は

介
護
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。

　

重
大
課
題
の
審
議
は
、
議

員
が
報
告
会
を
開
き
島
民
に

知
ら
せ
対
話
を
求
め
た
い
。

　ふるさとネットは、 10 月 4

日に神楽坂で開かれた 「青

空フェスタ」 に参加、 明日葉

などの三宅島の特産物を販

売した。 今回は初めて実演

販売も行ったこともあり、 多く

の人が店に立ち寄っていた。

公道レース断念？フェスタ中止発言も…

好評だった明日葉の天ぷらとサーターアンダギーの実演販売

明日葉や里芋 くさやも完売

実演販売が大好評

第
３
回
村
議
会 

９
月
25
日
に

モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
な
ど
で
論
戦

青
空
フ
ェ
ス
タ

島
の
状
況
伝
え
る
機
会
に
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都
議
選
で
民
主
党
が
第
一

党
と
な
り
、
８
月
31
日
の
臨

時
議
会
で
議
長
に
民
主
の
田

中
良
氏
（
48
）
、
副
議
長
に

公
明
の
鈴
木
貫
太
郎
氏
を
選

出
。
自
民
以
外
の
議
長
は
、

社
会
党
が
第
一
党
に
な
っ
た

１
９
６
５
年
以
来
だ
。

　

前
日
30
日
開
票
の
総
選
挙

に
お
け
る
都
内
の
勢
力
図

は
、
民
主
29
、
自
民
９
、
公

明
２
、
共
産
１
，
み
ん
な
の

党
１
に
。
投
票
率
は
、
全

都
で
66
・
37
％
。
伊
豆
七
島

で
は
、
利
島
90
・
51
、
御
蔵

83
・
53
、
新
島
74
・
20
、
八

丈
71
・
17
、
大
島
71
・
11
、

神
津
70
・
73
、
三
宅
64
・
13

で
最
下
位
。
全
都
平
均
率
に

も
お
よ
ば
な
い
。
元
気
を
出

そ
う
よ
。
前
回
58
年
噴
火
時

の
よ
う
に
無
関
心
で
は
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
！

　

高
濃
度
地
区
の
「
生
活
再

建
支
援
義
援
金
」
と
し
て
８

回
目
の
義
援
金
の
世
帯
当
た

り
の
配
分
が
決
ま
っ
た
。

　

旧
阿
古
高
濃
度
地
区
22
世

帯
に
１
４
５
万
円
、
坪
田
高

濃
度
１
０
１
世
帯
に
生
活

再
建
支
援
義
援
金
１
４
５
万

円
（
但
し
居
住
開
始
時
点
で

配
分
）
と
生
活
維
持
支
援
義

援
金
と
し
て
単
身
世
帯
60
万

円
、
複
数
世
帯
１
０
０
万

円
、
高
濃
度
地
区
火
災
見
舞

金
（
旧
を
含
む
）
４
世
帯
に

１
０
０
万
円
が
三
宅
村
義
援

金
配
分
委
員
会
の
意
見
を
聞

き
実
施
さ
れ
た
。

　

配
分
対
象
は
、
09
年
４
月

１
日
を
基
準
日
と
し
、
死
亡

に
よ
る
消
失
世
帯
を
除
く

２
０
０
０
年
６
月
26
日
の
発

災
日
に
高
濃
度
地
区
内
に
住

民
登
録
し
（
外
国
人
登
録
も

含
む
）
家
屋
が
自
己
所
有
の

世
帯
。
支
給
は
10
月
10
日
現

在
で
約
９
割
。
期
限
は
な
い
。

　

村
は
９
月
28
日
の
村
議
会

で
補
正
予
算
を
組
み
、
島
民

の
生
活
支
援
、
義
援
金
配
分

委
員
会
の
「
付
帯
事
項
」
低

所
得
者
世
帯
支
援
、
18
歳
未

満
の
子
育
て
世
帯
支
援
と
商

店
な
ど
の
活
性
化
支
援
の
た

め
に
20
％
増
し
の
プ
レ
ミ
ア

商
品
券
を
発
行
す
る
。

　

例
え
ば
１
０
０
０
円
の
商

品
券
で
１
２
０
０
円
の
買
い

物
が
で
き
る
。
村
の
政
策
推

進
室
で
は
、
10
月
に
具
体
的

内
容
を
つ
め
、
11
月
中
に
は

公
報
で
知
ら
せ
た
い
と
言
っ

て
い
る
。

　

内
容
は
、
一
般
は
一
人
当

た
り
３
万
円
限
度
で
商
品
券

を
購
入
す
る
と
20
％
割
増
と

な
り
、
そ
の
20
％
は
村
が
補

て
ん
す
る
と
い
う
も
の
。
低

所
得
者
世
帯
の
条
件
は
構
成

員
全
員
が
非
課
税
世
帯
。
商

品
券
は
、
商
店
、
飲
食
店
、

床
屋
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
、
塗

装
な
ど
に
も
使
え
る
よ
う
、

商
工
会
な
ど
と
折
衝
中
だ
。

 

三
宅
島
出
身

の
浅
沼
稲
次
郎

社
会
党
委
員
長

が
、
暴
漢
に
襲

わ
れ
て
来
年
で

50
年
。
三
宅
郷
土
資
料
館
で

は
、
山
田
照
一
さ
ん
の
資
料

提
供
で
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
る
。

　

東
京
御
茶
ノ
水
の
総
評
会

館
で
は
、
10
月
９
日
夜
に

２
０
０
人
余
が
参
加
し
て

３
回
目
と
な
る
追
悼
集
会

が
、
開
か
れ
た
。
「
浅
沼

稲
次
郎
さ
ん
の
意
志
を
受

け
継
ぐ
た
め
に　

女
た
ち

が
語
る
『
平
和
と
い
の
ち

の
集
い
』
。
開
会
は
、
「
ヌ

マ
さ
ん
」
を
語
る
元
都
議

会
議
員
の
四
谷
信
子
さ

ん
。
ヌ
マ
さ
ん
の
教
え
と
、

暴
漢
に
襲
わ
れ
た
日
、
会

場
の
最
前
列
で
警
備
に
あ

た
っ
て
い
た
生
々
し
い
状

況
な
ど
を
話
し
た
。

　

７
月
の
都
議
選
で
民
主
党
が
圧
勝
し
た
こ
と
は
、
島
民
の

生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
総
選
挙

の
投
票
率
は
伊
豆
諸
島
で
最
低
だ
っ
た
が
、
我
々
の
生
活
に

影
響
す
る
政
治
に
、
も
っ
と
関
心
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

小選挙区 比例代表 合計
民主 ��� 87 308(＋�93)
自民 64 55 ��9(－�8�)
公明 0 �� ��(－�0)
共産 0 9 9(±0)
社民 3 4 7(±0)
みんな � 3 5(＋�)
国民新 3 0 3(－�)
日本 � 0 �(＋�)
革新ク 0 0 0(－�)
諸派 0 � �(±0)
無所属 6 ― 6(±0)

党派別獲得議席

小選挙区地区別　候補者得票数

当（民前）松原　仁 （自前）石原宏高 （共新）沢田英次
三宅村 60� 885 ��4

民主 自民 公明 共産 社民 みんな 国民新 日本 幸福
三宅村 575 600 �8� 96 4� 63 �7 6 8

比例代表東京ブロック　政党別得票

衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果

２
０
０
９
年
８
月
30
日
投
票

※かっこ内は公示前との比較

会
長
時
評

衆議院議員選挙 投票率は伊豆七島で最下位

もっと政治に関心を！

義
援
金 

８
回
目
の
配
分
決
定

プ
レ
ミ
ア
商
品
券
を
発
行

浅沼氏追悼集会

200 人集め御茶ノ水で
「
平
和
と
い
の
ち
の
集
い
」
生
々
し
い
事
件
の
状
況
報
告
も
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今
年
の
「
夏
の
三
宅
島
」

は
、
10
年
ぶ
り
の
歓
喜
に
包

ま
れ
た
。

　

２
０
０
０
年
の
噴
火
以

来
、
中
止
と
な
っ
て
い
た
「
冨

賀
神
社
大
祭
」
が
復
活
。
８

月
４
日
の
宮
だ
し
か
ら
始
ま

り
、
９
日
の
納
社
ま
で
の
一

週
間
、
神
輿
は
島
内
５
地
区

を
リ
レ
ー
、
連
日
各
地
の
老

若
男
女
入
り
乱
れ
て
の
通
称

「
け
ん
か
祭
り
」
は
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

７
月
19
日
の
神
着
地
区

「
牛
頭
天
王
祭
」
、
31
日
か
ら

行
わ
れ
た
「
マ
リ
ン
ス
コ
ー

レ
」
（
写
真
）
も
多
く
の
観

光
客
が
加
わ
り
、
遅
く
ま
で

歓
声
が
や
ま
な
か
っ
た
。

　

昨
年
、
台
風
の
た
め
中
止

と
な
っ
た
「
東
京
国
際
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
三
宅
島
大
会

２
０
０
９
」
は
、
好
天
と

な
っ
た
８
月
29
日
に
開
催
さ

れ
た
。
島
で
開
催
さ
れ
る
初

め
て
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
公

式
大
会
と
あ
っ
て
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
約
１
０
０
人
の

ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
に
、
島

民
た
ち
も
、
沿
道
で
声
援
を

送
っ
た
。

　

レ
ー
ス
は
横
山
大
空
さ
ん

（
24
歳
・
学
生
・
東
京
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
所
属
）
が
圧
勝
。
リ

レ
ー
部
に
地
元
か
ら
３
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。

　

島
は
、
４
年
後
の
東
京
国

体
の
会
場
に
な
る
。

　

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

は
、
東
京
都
の
事
業
や
キ
ッ

ズ
親
子
キ
ャ
ン
プ
な
ど
民
間

団
体
も
合
わ
せ
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
の
「
夏
休
み

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
来
島

し
た
。
家
族
連
れ
の
観
光
客

も
例
年
に
比
べ
多
く
、
ま
た

９
月
の
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク

に
は
ダ
イ
バ
ー
、
イ
ル
カ
ツ

ア
ー
も
来
島
、
昨
年
を
上
回

る
人
数
で
あ
っ
た
。

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

は
、
３
回
目
を
迎
え
る
「
モ
ー

タ
ー
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
（
10
月
24
日
、
25
日
）

と
、
17
回
を
迎
え
た
「
磯
釣

り
の
祭
典
」
（
11
月
22
日
予

定
）
、
毎
週
末
に
は
、
植
林

を
目
的
と
し
た
企
業
の
研
修

ツ
ア
ー
が
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
「
ア
カ
コ
ッ

コ
館
」
も
、
７
月
来
館
者

は

７

６

９

人
、

８

月

は

１
４
０
７
人
と
島
の
魅
力
を

紹
介
し
活
躍
し
た
。
（
Ｙ
記
）

　

た
い
へ
ん

心
温
ま
る
面

白
い
集
い
に

参
加
し
た
。

　

そ
の
名
は

「
初
秋
の
三

宅
島
エ
コ
茶

話
会
」
９
月

27
日
、
ア
カ
コ
ッ
コ
館
で
14

時
か
ら
19
人
の
参
加
。
ア
カ

コ
ッ
コ
館
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
社

協
の
若
者
同
士
の
企
画
だ
。

　

お
年
寄
り
は
み
ん
な
杖

を
頼
り
に
、
社
協
の
車
で

参
加
。
噴
火
前
後
に
移
住

し
て
き
た
男
女
の
若
者
の

取
り
合
わ
せ
が
面
白
か
っ

た
し
為
に
な
っ
た
。
話
題

は
「
昔
と
今
」
で
踊
り
付

き
。
ア
カ
コ
ッ
コ
を
食
べ

た
？
、
椎
の
実
、
お
茶
、

テ
ン
グ
サ
な
ど
。

　

次
回
は
、
12
月
13
日
開

催
の
予
定
で
す
。
申
込
み

は
ア
カ
コ
ッ
コ
館
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　夏に島を訪れたのは、観光

客や帰郷者ばかりではない。

ふるさとネットでは、島民の

皆様に協力を頂き受け入れた。

・東京大学工学部社会基盤学科

　交通・都市・国土学研究室

　及び農学部森林風致学科学

　生が 7 月にゼミ合宿。７月

　21 日には東京事務局で在京

　者と一橋大学生と合同で交

　流。報告書を頂いた。

・一橋大学大学院社会学研究科

　（町村啓志教授ゼミナール）

　の学生と町村教授が９月に

　「三宅島の噴火と噴火が人び

　とに及ぼした影響」の聞き

　取り調査に来島。

・向上高校新聞委員会（災害

　研修とボランティア）

・成島ますみ氏（赤十字看大）

三宅と八丈島のフラ・グループと仲良くパチリ（錆が浜港）

　

三
宅
島
復
興
の
鍵
に
な
る
観

光
。
今
年
の
夏
に
行
わ
れ
た
様
々

な
取
り
組
み
を
、
観
光
協
会
な
ど

か
ら
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
。
島

民
の
努
力
で
、
新
た
な
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
る
。観光事情 この夏の報告

新たな取り組み 様々に

10
年
ぶ
り
「
冨
賀
神
社
大
祭
」

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
開
催

親
子
キ
ャ
ン
プ
等
も
盛
況

三宅島エコ茶話会

高齢者と若者が交流
社
協
職
員
と
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
企
画

ゼミ合宿やボランティア

島民の協力で受け入れ
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私
た
ち
は
、
今
後
の
新
報

に
関
し
、
読
者
の
皆
様
の
声

を
聞
き
、
島
の
様
子
に
つ
い

て
の
記
述
を
増
や
し
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

号
は
３
面
に
島
の
観
光
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
面
に
掲
載
し
た

10
月
４
日
の
神
楽
坂
青
空
市

で
は
、
３
回
目
と
な
る
出
店

を
手
伝
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
も
利

用
し
、
東
京
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

【お便り・里芋に御礼】（要約）

　訪問活動にて、ご寄付頂いた

里芋を在京島民の方へお届けし

ました。たくさんの感想とお便

りを頂きました。

○この度ご多忙中にもかかわら

ず事務局より三宅島の里芋を沢

山届けて下さいました。恐縮

の念にお礼状出させて頂きまし

た。早速三宅島の味を懐かしく

賞味させて頂き、帰島の願いも

老体、通院の明暮れに叶わない

現状です。一つ一つ私達の言葉

に応えてくださる姿に胸が熱く

なりました。乱筆でございます

が心よりお礼状とさせて頂きま

す。皆さまのご健勝お祈り申し

上げます。

（北区　M様）

○三宅島の里芋、大事に全てお

いしく頂きました。三宅の人達

の事が思い出されました。DTPA

団体と三宅の佐藤会長、どうも

ありがとうございました。

（八王子市　S様）

○たくさんの里芋をありがとう

ございました。早速近所の人た

ちと頂きました。

（板橋区　I様）

【ご寄付者名】

横井和之様、匿名希望様、M様、

佐藤就之様、中村俊江様、高橋

栄一様（８月16日～10月15日）

編
集
後
記

　

ネ
ッ
ト
事
務
局
で
は
、
９

月
12
日
に
北
区
、
板
橋
区
の

９
件
へ
訪
問
し
、
三
宅
島

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
の
皆
さ
ん

が
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
里
芋

を
届
け
た
。

　

訪
問
先
で
は
、
「
大
好
物

で
す
」
や
「
あ
り
が
と
う
」

と
お
礼
の
言
葉
を
頂
い
た
。

し
か
し
、
都
営
桐
ヶ
丘
団
地

で
は
、
次
々
と
新
し
い
棟
が

建
ち
、
新
し
い
棟
へ
引
越
し

を
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

連
絡
先
が
わ
か
ら
ず
、
せ
っ

か
く
の
里
芋
を
お
渡
し
で
き

な
い
方
も
い
た
。

 

八
王
子
市
や
稲
城
市
な
ど

を
担
当
す
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
で

は
、
１
軒
の
お
宅
を
訪
問
す

る
と
と
も
に
、
４
軒
に
届
い

た
里
芋
を
、
手
紙
と
と
も
に

郵
送
し
た
。

　

お
届
け
し
た
お
宅
で
は
、

た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
け

た
ほ
か
、
郵
送
し
た
お
宅
か

ら
も
「
懐
か
し
い
味
に
感
激

し
ま
し
た
」
や
「
嬉
し
く
て

す
ぐ
に
料
理
を
し
て
食
べ
ま

し
た
」
な
ど
の
内
容
が
書
か

れ
た
感
謝
の
手
紙
が
届
い
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
喜
び
の
手
紙

の
要
約
を
、
こ
の
面
の
「
お

便
り
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載

し
た
。

　

三

宅

島

フ
ァ
ミ
リ
ー

農
園
の
皆
さ

ん

が
、

島

の

懐

か

し

い

味

を

楽

し
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、

５
０
０
ｇ
入

に
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

同
農
園
は
、
20
年
前
か
ら

ス
イ
カ
、
里
芋
、
バ
ラ
な
ど

の
作
物
を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
販
売
を
し
て
お
り
、

現
在
は
シ
ル
バ
ー
の
方
々
が

中
心
と
な
っ
て
、
作
物
の
栽

培
を
し
て
い
る
。
今
回
里
芋

の
提
供
を
行
っ
た
の
は
、
噴

火
後
に
島
へ
帰
っ
て
農
園
を

再
開
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を

感
じ
て
い
た
オ
ー
ナ
ー
が
、

未
だ
に
島
に
帰
れ
な
い
方
の

苦
労
を
思
い
、
「
島
の
味

で
あ
る
里
芋
を
食
べ
て
も

ら
い
た
い
」
と
考
え
た
か

ら
だ
そ
う
だ
。

　

里
芋
は
さ
っ
そ
く
ネ
ッ

ト
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り

在
京
者
に
届
け
ら
れ
た
。

オ
ー
ナ
ー
の
元
に
は
お
礼

の
手
紙
や
電
話
が
返
っ
て

き
て
い
る
そ
う
で
、
「
元

気
で
い
る
限
り
、
こ
の
よ

う
な
活
動
を
続
け
た
い
」

と
思
っ
た
と
い
う
。

り
３
０
０
袋
の
里
芋
を
、
訪

問
活
動
の
際
に
在
京
者
の
方

に
届
け
て
ほ
し
い
と
い
う
申

し
出
を
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

農園で袋詰めされたご寄付の里芋

里芋を届ける訪問員

　ふるさとネットに、三宅島ファミリー

農園から里芋が届いた。2000 年の全島避

難指示以来、未だに島に帰れない人への

心づくしのプレゼントを、ネットのメン

バーが在京者の方のお宅に届けると、「お

いしかった」や「懐かしい」など、多く

の感謝の声が返ってきた。

里芋を在京者の皆様へ

ネットに届いた！島の味

戻
っ
て
き
た
感
謝
の
声

三宅島ファミリー農園

シルバー中心に栽培
再
開
で
き
た
感
謝
の
気
持
ち
で
善
意
の
提
供
を

この新聞は、向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。


